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研究成果の概要（和文）：本研究では、日本で理工系の学位を取得した元留学生の質問紙調査と関係者への聞き
取りを通じ、彼らの定着・移動の選択に係る影響要因と職場環境・生活環境への満足度などを分析した。調査の
結果、「キャリア形成／能力向上」は、理工系でも文系でも、日本留学生が就職先を選ぶ際に最も重視する要因
であること、理工系では日本の技術力の高さが日本定着を促す要因であるものの、母国の経済発展に伴う「能力
発揮・昇進」機会の増加や頭脳還流政策が、帰国促進要因になっていることが判明した。オーストラリア留学生
との比較では、日本留学生に頭脳循環の傾向が強い傾向が見られた。

研究成果の概要（英文）：In this research, the factors which influence the international students’ 
choice of stay or return (to their home countries) after graduation and satisfaction with 
workplace/living place environment were explored based on the questionnaire and interview surveys. 
As the result of the survey, it was found out that “capacity/career development” is one of the 
most important factors in their choice of workplace and Japan’s high technological level is a 
factor which promotes the stay of science and engineering students. On the other hand, increasing 
opportunities for utilization of their capacity/expertise and promotion due to economic development,
 polity to attract those who study abroad have promoted their return to their home countries. Brain 
circulation tendency was stronger among the graduates of Japanese universities than the graduates of
 Australian universities.

研究分野：留学生政策、移民政策、多文化共創政策

キーワード： 高度人材獲得　留学生の就職　オーストラリア　インドネシア　ベトナム　タイ　中国　日系企業

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、日本で理工系の学位を取得した留学生の卒業後の定着・移動の選択傾向、その選択に係る影響要
因、職場環境・生活環境への満足度や課題などを、文系留学生との比較、主な留学生出身国別の比較、オースト
ラリアなど他国留学生との比較などを通じて実証的に明らかにすることにより、日本の留学生30万人計画に示さ
れた「高度人材獲得」という成果の達成状況と課題を明らかにし、政策的示唆を導いた。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
知識経済が進展し、高度人材の重要性が高まる中、留学生は高度人材の源泉として注目され、
多くの国が誘致や定着支援を行っている。特にイノベーションの鍵となる理工系人材は国際流
動性が高く、各国とも誘致や定着に工夫を凝らしている。 
留学生の受入れは、留学生送出国からの「頭脳流出」と見られてきたが、通信・交通手段の発
達や「頭脳呼戻し政策」により、受入国と送出国を行き来する者や帰国者が増加し、彼らを通
じた知識移転や人的ネットワーク構築による「頭脳循環」が指摘されている。頭脳循環は受入
国と送出国双方の持続的発展に貢献すると言われているが、理工系留学生の頭脳循環について、
実証的に分析した研究は少ない。 
 
２．研究の目的 
本研究では、日本とオーストラリアで理工系学位を取得した留学生のフォローアップ調査を通
じ、主な属性別の定着・移動のパターンと影響要因を比較分析するとともに、留学国／出身国
で働く留学生の職場環境・生活環境、組織への貢献、知識移転・ネットワーク構築などの頭脳
循環の特徴と課題を解明し、日本の留学生政策及び高度人材受入れ政策への示唆を得ることを
目指した。 
 
３．研究の方法 
アジア（中国、ベトナム、インドネシア、タイ）出身の元日本留学生、元オーストラリア留学
生に対する質問紙調査とインタビュー調査 
元留学生を雇用する日本企業、中国、ベトナム、インドネシア、タイに進出した日系企業、日
本大使館、ジェトロ、日本商工会議所、JICA、AOTS 等の関係者への聞取り調査。 
オーストラリアの大学の留学生教育／就職支援関係者への聞取り調査、オーストラリア国際教
育会議 2017 における情報収集、在ベトナム・オーストラリア商工会議所訪問調査 
日本学生支援機構による外国人留学生在籍調査、私費留学生生活実態調査、外国人留学生進路
状況調査、経済産業省の委託を受けた新日本監査法人による日本企業と日本企業に勤務する元
留学生の調査結果などの分析。 
 
４．研究成果 
 
日本で学位を取得した理工系と文系の中国人元留学生 314 人（理工系 150 名、文系 164 名）の
進路選択と職場環境・生活環境に関する調査から、「キャリア形成／能力向上」は、理工系でも
文系でも、留学生が就職先を選定する際に最も重視する要因であること、理工系では、日本の
技術力の高さが日本定着を促す要因であるものの、中国政府の頭脳還流政策や中国における能
力向上・発揮機会の増加が、帰国促進要因になっていることが判明した。 
日本とオーストラリアで学位を取得したアジア出身の元留学生の進路選択と職場環境・生活環
境を比較すると、オーストラリアで学位を取得した者は定着傾向が強いのに対し、日本で学位
を取得した者は、一旦日本で就職しても、数年後に帰国して母国で就職する傾向が強いことが
判明した。これは日本企業の終身雇用や年功序列を前提とした制度で、給与や昇進に不満が出
やすいこと、多様性を活かす職場環境や外国人を支援する生活環境が十分に整備されていない
ことに加え、彼らの母国における経済発展や日系企業の進出が影響していると考えられる。 
中国、タイ、インドネシア、ベトナム出身で日本の日本企業と出身国の日系企業に勤務する 292
名（中国出身者 164 名、タイ出身者 28 名、インドネシア出身者 53名、ベトナム出身者 47 名）
への調査で、就職先選定理由を尋ねた回答では、「キャリア・能力向上が可能だから」が、日本
企業／日系企業を選択した理由の上位であった。日本企業勤務者に将来計画を尋ねたところ、
「帰国して就職／起業したい」という回答が相当数あり、帰国希望理由としては、家族による
理由の他、母国でのより良いキャリアの見通しや、日本社会でのストレスなども挙げられた。
日系企業の方が日本企業よりも職場満足度が高い傾向が見られ、彼らの帰国の促進要因の 1つ
となっていると考えられる。 
以上の研究結果に基づき、査読付き論文 10本、論考 5本、共著 3冊、を発表すると共に、9回
の国際学会/会議での発表、19 回の国内学会での発表、18 回の招待講演／パネル発表を行った。 
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